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Ⅷ 詳細仕様検討結果

貨物 航空
海上 第13,14,16回WG 基本Ⅳ-7 貨物状況通知サービスの提供（1）

通知を必要とする貨物番号と通知契機を事前に登録しておき、貨物の搬出入や輸出入許可時などの貨物情報の更新時に、リアルタイムに登録者端末宛てに通知する
業務を新設する。

貨物搬入

「貨物状況通知予約登録
（CSN）」業務（仮）

「搬入確認登録
（BIA）」業務 等

今、搬入されたのか。
すぐ後続の手配を

進めよう!!

今、搬入されたのか。
すぐ後続の手配を

進めよう!!

事前に登録した状況となった際に
リアルタイムで通知

タイムロスなしに後続業務が可能に

業務概要イメージ図
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貨物 航空
海上 第13,14,16回WG 基本Ⅳ-7 貨物状況通知サービスの提供（2）

Ⅷ 詳細仕様検討結果

No 業務名(仮) 業務コード(仮) 業務概要

1 貨物状況通知予約登録 CSN ・貨物番号またはコンテナ番号に対し、指定した契機で通知を受けるために予約
する業務

・登録、訂正、取消しが可能
・業務実施後に、新規処理結果通知電文(*CCSN)を出力

2 貨物状況通知予約呼出し CSN11 ・入力者が予約した情報を訂正または取消しするために呼出しを行う業務
・業務実施後に、新規業務画面電文「貨物状況通知予約呼出し結果情報
(CAL3020)」を出力する。

・呼出した画面には、予約した情報に加え、通知状況を出力する。

3 貨物状況通知 CSN01 ・通知予約した貨物に対し、通知契機となる業務が実施された際に、予約登録
者端末宛てに通知を行う

・通知は、新規帳票電文「貨物状況通知情報(CAL3010)」をEXZ型電
文で行う。

新規追加業務 業務概要一覧

貨物 航空
海上 第13,14,16回WG 基本Ⅳ-7 貨物状況通知サービスの提供（3）

Ⅷ 詳細仕様検討結果

下記通知について、保税地域毎の通知を
要する場合は、保税地域コードとあわせて
入力
・搬入
・搬出
・保税運送承認（発送地を入力）

貨物番号等には以下を入力
・海上輸入／仮陸:B/L番号
・海上輸出／積戻:輸出管理番号
・海上コンテナ :コンテナ番号
・航空輸出入貨物:AWB番号

貨物情報を一意に特定するため、
下記識別の入力を必須とする
S:海上貨物管理番号 (ICG業務相当)
C:海上コンテナ番号 (ICN業務相当)
I :航空輸入AWB番号 (IAW業務相当)
E:航空輸出AWB番号 (IGS業務相当)

処理区分には以下を入力
・スペース:登録
・5  :訂正
・1 :取消し

通知先が入力者、入力元端末と異なる場合は、通
知先利用者ID、通知先端末名を入力。
※入力がある場合は、利用者コード下3桁の一致
チェック(同一企業チェック)、および、端末所有者チェッ
クを行う

対象保税地域によらず、搬出入の度、保税運送承
認の度に通知を受けたい場合は、貨物単位の通
知予約にチェックを入れる。
保税地域を指定して通知を受けたい場合は、保
税地域単位の通知予約にチェックを入れる。
貨物単位の通知、保税地域単位の通知のいずれ
か一方のみにチェック

CSN業務 入力画面
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貨物 航空
海上 第13,14,16回WG 基本Ⅳ-7 貨物状況通知サービスの提供（4）

Ⅷ 詳細仕様検討結果

下記のいずれかを出力
Ｃ:審査終了
Ｐ:許可承認
Ｉ:搬入
Ｏ:搬出
Ｔ:保税運送承認
Ｘ:通知権限エラー(通知済日時は出力
しない)

通知契機が以下の場合に出力
Ｉ:搬入
Ｏ:搬出
Ｔ:保税運送承認(発送地を出力)

以下の貨物単位の通知について、複数
回の通知履歴がある場合は、最新の通
知済日時を出力

・搬入
・搬出
・保税運送承認

通知済の予約情報がある場
合は、通知済日時を出力

予約登録または最後に訂正
した利用者IDを出力

通知情報 出力例

Ⅷ 詳細仕様検討結果

貨物 航空
海上 第8回WG 基本Ⅳ-3 SIR業務とEIR業務の統合

「S/I情報登録（EIR）」業務（航空）を「船積指図書(S/I)情報登録（SIR）」業務（海上）へ統合し、海上・航空共通で利用可能な新SIR業務とする。

詳細仕様検討結果

SIR業務 EIR業務

新SIR業務

①EIR業務のみに含まれる項目
• SIR業務へ統合します。

②EIR業務とSIR業務で重複する項目
• 項目を統合し、一部項目名を変更します。
• 入力の桁数、繰り返し数が異なる項目について、多い方に

合わせて拡張します。

③SIR業務のみに含まれる項目
• SIR業務から変更なし。
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Ⅷ 詳細仕様検討結果

貨物 航空
海上 第12回WG 基本Ⅳ-4 保税運送申告書申告番号の表示のスペース表示

保税運送申告番号等の帳票および画面の表示を輸出入許可通知情報の申告等番号と同様の3-4-4桁毎の区切りとする。
また、保税運送申告番号等の他、輸出申告入力控情報等で帳票は対応済みであり画面上区切りのない番号については新たに区切りを入れて表示する。

詳細仕様検討結果

保税運送申告番号等が出力される帳票ならびに画面において、11桁連続で表示されていた項目を、3-4-4で区切って表示する。
出力画面を対象とし、入力画面については変更対象としない。出力情報コードの世代は現状のままとなる。
対象
①保税運送等承認番号 帳票・画面
②輸出等申告番号(輸出取止め再輸入含む) 画面のみ
③別送品輸出申告番号 画面のみ
④機用品蔵入承認申請番号 画面のみ

３桁・４桁・４桁の区切り

申告番号 XXX XXXX XX1E

帳票における変更例 画面における変更例

申告番号 XXX XXXX XX1E
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